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＜連絡事項＞
なし

＜入室状況＞
【入院】
・西澤　由美様～東病棟Bユニット3号室に医療保護入院となる。

【転出】
・工藤　仁八様～東病棟Dユニット4号室→南病棟Aユニット122号室

【ユニット移動】
・大矢　康彰様～東病棟Aユニット10号室→東病棟Bユニット2号室
・松谷　さと子様～東病棟Bユニット1号室→東病棟Aユニット10号室
・須藤　美智子様～東病棟合併症室→東病棟Bユニット1号室
・米内　進様～東病棟Bユニット3号室→東病棟Cユニット4号室
・鈴木　和則様～東病棟Bユニット2号室→東病棟Aユニット14号室
・山谷　由香様～東病棟Aユニット14号室→東病棟合併症室　

＜患者様連絡事項＞
・伊達　勝江様～主治医よりデエビゴ、メマンチン増量、クエチアピン12.5mgが開始となり7日分処方となる。14：00主治医に午前中に意識レベル低下があった事を報告し、翌日から開始予定であったクエチアピンを除剤の指示あり。また、心電図の指示あり。心電図の結果、経過観察の指示あり。

・伊藤　のり子様～膀胱留置カテーテルのつまりあり、主治医に報告し交換している。

[bookmark: _GoBack]・豊川　フク様～採血の結果、点滴は中止の指示あり。

・高橋　サヱ様～主治医に1/20に持参薬が切れた為、田名部Drに2日分切替処方して頂いたことを報告し、同内容で4日分処方あり。

・佐々木　保夫様～1/26（金）10：00に南山苑への退院が決定している。
　　　　　　　　　退院指示、退院時処方は頂いている。

・續石　トシヱ様～1/27（土）14：00にGHかっこうの森に退院が決定している。
　　　　　　　　退院指示、退院時処方は頂いている。
　　　　　　　　初外来日　2/1（木）10:30

＜金Dr診察＞
・東野 愛様～臨時薬同内容にて7日分処方、ハップスターも1袋処方している。

・西澤 由見様～臨時薬、頓服共に処方している。
　　　　　　　　　
＜要注目患者様＞
・伊達　勝江様～他スタッフより覚醒不良あると報告あり。声掛けするも反応なし。痛み刺激にて、手を振り払い見られJCS：Ⅲ-100。体温37.4℃、脈拍60回/分、血圧99/53mmHg、酸素飽和度94％。身体管理の為、合併症室へ移動行う。その後、意識レベルが徐々に回復し受け答え可能となっている。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察実施。奇声を上げ他室侵入あり自制できず早めに開放観察終了とする。自室内では、逸脱行為なく静穏。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・澤口　利香様～終日隔離中。不満訴えや不機嫌さなく静穏に過ごされている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

＜入院患者様情報＞
日　　時：令和6年1月22日 
　氏　　名：西澤 由見様（にしざわ　よしみ）様
　生年月日：昭和2年5月21日（96歳）
　病　　名：アルツハイマー型認知症
　性　　別：男性
　主 治 医：金Dr.　サポート医：柞木田Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Bユニット3号室
　
　＜経過＞　
 最終受診R4.8.24。以降本人拒否により当院受診はされず、かかりつけ
医の生協診療所で治療を継続、徘徊はありながらもデイ利用しながら自宅
生活を継続していた。R5年11月より人物の幻視やそれに左右された言動が
強まりデイから途中帰宅することが増えた。R6年年明け頃よりかかりつけ
医の生協診療所よりクエチアピンが頓服として処方。夕食後毎日服用して
いたが効果は特に感じられなかった。
　R6.1.17原因は不明だがあばらを5本折る怪我を受傷。普段よりふらつき
あるため転倒した可能性あり。工藤整形受診するも、不穏状態強く、レント
ゲンも最後まで施行することが困難であった。帰宅時には落ち着いていたが
以降妄想言動が悪化。1月20日頃からは「この木を切らないと俺は病気に
なって死ぬ」等と話し、雨の中スコップで木の根元を3時間掘り続ける行為や
家族に殴りかかろうとする、ガラス戸を叩く等の行為が続いていた。
入院治療を希望し家族が本日来院。診察の結果、東病棟Bユニット3号室へ
医療保護入院となる。

